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緑 花 

次代を担う生徒が、身近な消費者生活において経済活動の意義を理解することができるよう必要な知識を

身につけるため、市場経済のしくみや消費者の商品選択・事業者間競争の必要性、独占禁止法の役割につ

いて学び、経済について社会や国の在り方を主体的に考えるという自覚を育む機会をねらいとして本日、

午前中の社会科の時間を利用して全学級に内閣府沖縄総合事務局総務部公正取引室の６名の職員を講師と

してお招きして社会科の授業の一環として消費者教育の出前授業を開催しました。 

１日（火）６校時：大和田享弘先生（１－３）

道徳の公開授業を実施。 

題材名「江戸しぐさ」江戸時代の人々の気遣いか

ら相手に対しての思いやりの気持ち、相手の立場

に立って考え行動できるようになるといいいねと

いう授業でした。特活の授業等で「１－３しぐさ」 

をつくるのもいいかも！お疲れ様でした。 

先日、赤い羽根の共同募金を本校生徒会（福美委員会）

から石垣市社会福祉協議会（会長：新田健夫氏＝本校

警備員）へ手渡してきました。社会福祉活動への協力

に感謝！石中生の皆さん、ありがとうございました。 

左から漢那夏芽さん・吉本海亜さん・石田愛姫さん 

１人１授業（公開授業） 

ロールプレイに生徒の皆さんも参加し 

楽しく参加できる授業でした。 

既習した内容の復習にもなり定着度が

あがったことと思います。内閣府沖縄

総合事務局総務部公正取引室の職員の

皆さんありがとうございました。 


